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・外務省 ODA出前講座が開催されました 

６月２日（金）一年生の総合的な学習の時間を使

って、外務省 ODA出前講座が開催されました。講

師は愛知県出身の水谷俊彦事務官。高校での講演

は初めて、ということでしたが、一年生３６０人

に向けて、外務省とは何か、ODAとは、ODAの目的

は？など詳しく説明され、話の最後には英語の必

要性、勉強の仕方などについても言及されました。質疑応答では、「外務省に入るに

は高校生活をどのように過ごせばよいか？」「私たちにできる国際援助には何がある

か？」など活発に質問が出て、水谷事務官も「よい質問です」と前置きした上で、丁

寧に質問に答えてくれました。アンケートでは「世界ではこんなに多くの人が困って

いる、ということを初めて知った。」「ODAというのは名前しか知らなかったが、詳し

く説明をうけて内容や意義がよくわかった。」「日本がすごく恵まれた国であること

を知った。」などの感想が多く見受けられました。 

                        

１年生には、秋にもう一度、国際理解コースを理解するためのワークショップを予定し

ています。海外に興味がある人、どんな形でも国際的に活躍したいと思っている人は、

是非このような機会に具体的に自分の将来を考えてみてください。国際理解コースは皆

さんを歓迎します。 

 

 

 

 

・国際理解コースこれからのイベント 

 国際理解コースを理解してもらうため、コースイベントを夏休み補習の午後に行いま

す。「一宮国際交流協会主催のイベント参加」「海外の高校とのオンライン交流」「海外で

活躍する日本人との座談会」などが計画されています。詳細な日時や場所は追ってお知

らせしますので、是非参加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長コラム「国際理解コース 私ならこんな授業をします」 

  
文化の違い                                         井中宏史 

 私の愛車は何故かハンドルが左側についている。運転しない人にはわからないと思うけど、

ウインカーのレバーが左、ワイパーのレバーが右についているので、時々間違えて、雨も降

っていないのにワイパーを動かしている。ところで、左側通行か右側通行かの違いは、何に

由来するのか、また別の機会に調べてみたい。それよりも気がついたのは、車のカレンダー

に TUESDAY 9 AUGUST 2016 と表示されていたことだ。2016 年 8 月 9 日火曜日と言

う日本式とまったく逆である。住所もそうだ、3－2 kasumigaseki, 1－Chome, Chiyoda-ku 

Tokyo となる。大きい住所（東京都千代田区・・・）から書いていく日本とはまったく逆で

ある。この違いはなんだろうか、西洋はいきなり detail を重視し、日本は大所から見ていく

というものの見方の違いなのだろうか。（次号に続く） 

 

水谷俊彦事務官 

愛知県出身。東海高校を経て東京大学法学部卒業後、２０１０年に外務省

入省。２年間のフランス留学後、在ジブチ日本国大使館に勤務。昨年の秋

に帰国し、現在外務省国際協力局 国別協力開発第三課で、主にアフガニ

スタン、シリアを担当する。 

 

 

 

Let’s have a glance!  国際理解コース授業チラッと見 

国際理解コースでは特色ある授業が展開されます。その一部を紹介します。 

今日は「国際英語」について。 

「国際英語」では、映画や新聞、雑誌などを使って、どんどん「生きた英語」に触れるととも

に、文化背景も含めて学習し、道具としての英語を身につけていきます。英語習得そのものは

国際理解コースの目的ではありませんが、他の科目で得た知識、コースの仲間や海外の高校生

とやりとりを通して形成される自分の意見や考え方を発信したり、逆に海外の情報を直接受信

するためには必要不可欠です。そのため普通コースよりも１時間多い授業時間が充てられてお

り、日本人の先生と ALT が熱心に指導します。 

 


